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履修した「国際政治経済学」の授業においてであった。著者のロバート・ギルピンは主権国家の国益とパワー 注目 て国際関係を分析するリアリズムの系譜を引く「ネオ・リアリズム」と呼ばれる一派の大家である。本書も国際経済を説明するうえでの各国 経済






















































































































は因果的推論が行われるべきであり、たとえ質的分析であったとしても仮説検証に向けて観察の数を可能な限り増やすべきである、というのが本書の主張である。ただし、質的分析においては、やはり扱える事例 数に 界がある。そのため、本書の出版以降、計量分析を用いた論文の数 政治学において飛躍的に増えた感がある。　
かくいう私も本書の影響を強く
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